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１． 競技引退によって体験されるアスリートの 

アイデンティティ再体制化の検討 

 

 

はじめに 

 

第 18 回オリンピック冬季競技大会の閉会式に

臨んだ清水宏保選手（スピードスケート500M金メ

ダリスト）は，次のようなコメントを残している．

そこには，頂点を極めているアスリートが，同時

に「新しい自分づくり」に着手し始めている姿を

読みとることができる． 

 

･･･目標を達成してわきあがってきたのは「競

技の頂点は人間としての頂点ではない」という

当たり前の思いでした･･･ 

（中略）･･･「競技者である前に，人間としてやる

べきことをきちんと見つけていかなければ」と

いう気持ちです･･･（中略）･･･金メダルは人生

の通過点･･･ 

（1998年2月23日 朝日新聞朝刊） 

 

アスリートとしての役割を中心として形成さ

れた「今までの自分」は，時として，目標達成や

競技力低下，怪我など，競技生活の中で遭遇する

様々な出来事を契機に組み換えられねばならない
25, 44, 50, 52, 60, 75)．清水選手の場合であれば，アス

リートとして掲げた「金メダル獲得」という目標

を達成し，これを「人生の通過点」と捉え直すこ

とによって，アスリートとしての「今までの自分」

のみでは，なかなか見つめ直すことのできなかっ

た「人間としてやるべきことをきちんと見つけて

いく」ことの大切さに気づいていったと読みとれ

る．そのような体験は，個々のライフサイクルの

中で位置づけられながら意味をなさなければなら

ない．そして，それは，いずれ現役を退いた後に

歩む人生の中で，大きな役割を果たすに違いない． 

競技引退は，その後の人生を歩んでいく上で大

切な「新たな自分づくり」を求められる最たる出

来事であり，程度に差はあれ，アスリートである

誰もがこれを避けて通ることはできない．彼らの

中には，引退後の社会生活にうまく適応できる者

もいれば，そうでない者もいる．そして，その「そ

うでない者」の中には，深刻な不適応を呈する場

合も少なくはない 6, 14, 15, 35, 39, 40, 44, 49, 82)． 

本研究では，アスリートの競技引退を課題とし

た先行研究を概観する．スポーツ心理学領域にお

いて積み重ねられてきたいくつかの成果は比較的

新しく，他の研究領域から得られた優れた知見を

理論的基礎としている場合が多い 6, 7, 23, 42, 52, 70, 71, 

75)．そして，アスリートを取り巻く文化・社会的

背景を加味した制度的な側面からアプローチする

ことと 25, 45, 61, 62)，引退に関連した個々のアスリ

ートの体験を追究することは 6, 23, 58, 72)，この種の

問 題 究 明 に は 不 可 欠 と 考 え ら れ る ．

Rosenberg(1982) 65)は，引退に含まれる加齢や社

会的圧力などの社会的問題もさることながら，引

退に伴う心理社会的変化に対するアスリート自身

の対処にアプローチすることが必要であると訴え

た．本研究の立場もまた，スポーツ心理学領域以

外の成果を可能な限り取りあげながらも，このテ

ーマを個々の適応に焦点づけて扱っていくことに

する． 

これまでに著者らは，個々の適応に焦点を当て

ながら，アスリートの競技引退に関連する問題を

扱ってきた 47, 48, 76-78)．ライフサイクルの中で現役

を引退することが，彼ら自身にとってどのような

意味を持つのか．そして，そこにはどのような発

達課題が課せられているのか．このような生涯発

達（life span development）の観点から捉えたと

き，引退後の適応過程は，その後の社会生活への

スムーズな移行をもって良しと判断するわけには

いかなくなる 85)． また，引退を通じて「何を」

獲得し，その後の適応に向けて「どのように」取
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り組んでいくのかは，来るべき次の発達的危機へ

の対処の是非に影響してしまうかもしれない 78)．

従って，アスリートである以前の生活からどのよ

うに競技を開始し，アスリートとして現役時代を

どのように過ごし，引退をどのように体験したの

かを明らかにすることが，その後，彼らがそれぞ

れの人生を歩む上で大きな意味を持つに違いない．

そこには，共通する心理社会的な発達課題やプロ

セスが認められるのではないだろうか．そして，

こうした疑問に答えていくことが，競技引退に関

連して生起する適応問題への具体的な介入方略を

検討することにつながっていくと考えられる． 

本研究では，まず，アスリートの競技引退を課

題とした先行研究を理論研究と実証研究の二側面

から整理し，その特徴や限界を明らかにする．次

に，既に諸外国において実施されている専門的介

入プログラムに注目し，その特徴や問題点を指摘

する．そして，これらを基にして，今後，この研

究テーマに関連して取り上げられるべき研究課題

を検討する．最後に，そのような研究課題を踏ま

えた上で，アイデンティティ再体制化の観点から

引退後の適応を捉え，そこに含まれる問題を究明

していくことの有効性を検討することが本研究の

目的である． 

 

1-1.先行研究の概観 

 

アスリートの競技引退を課題とした研究が本

格的に開始されたのは，スポーツ社会学領域にお

いては1950年代から，スポーツ心理学領域におい

ては1980年代からといえる．それぞれの領域では，

競技引退がアスリートにとって大きな危機的事象

となっていることを明らかにしようとした意図が

くみとられ，研究資料の扱いにも偏りが認められ

た．そこでは，具体的な事例が引き合いに出され

るものの，それに対して体系的な分析が施される

ことは少なかった 6, 7, 25, 51, 52, 71, 74, 82)．  

ここでは，これまでに得られた成果を「競技引

退を説明しようとする理論の特徴とその限界」と

「代表的な実証研究から得られた知見」という二

側面から概観することによって，今後，この研究

領域において取り上げるべき課題を検討したい．

以下ではまず，先行研究の中にみられる理論モデ

ルの特徴を明らかにし，その限界を検討する． 

 

1-1-1.競技引退を説明する理論の特徴とその限界 

 

競技引退は，アイデンティティ危機（identity 

crisis）として捉えることができる 5, 52, 60, 82, 83,)．

Broom（1981）12)や Ogilvie and Howe（1982）49)

は，アスリートであることのみを手がかりとして

きた彼らは，その他の役割についての模索体験が

少ないことから，引退に関連した深刻なアイデン

ティティ危機を引き起こしてしまうことを示唆し

ている．そして，Botterill（1981）11)は，そのよ

うな体験が心的外傷（trauma）となる可能性を持

つことを指摘した． 

一方，競技引退を比較的，適応的に体験するア

スリートも多いと指摘する者もいる．Coakley

（1983）13)は、アスリートにとって引退が必ずし

も心的外傷やアイデンティティ危機などの深刻な

問題とはならないとし，これを一つの「キャリア

終結(career termination)」というよりも新たな

人生への「再生（rebirth）」と捉えるべきである

と主張した．そして，「競技引退(athletic 

retirement)」を「スポーツ競技への活発な参与か

ら，他の活動へ移行するプロセス」71)と定義づけ

た．そこには，傾倒対象がスポーツ競技から他の

領域へ「移ること (transition)」で，他の活動領

域や関係を発達させる機会が提供されるという肯

定的な意味合いが含まれていた． 

確かに，一見相反するこのような可能性を認め

ることはできるが，競技を中心として生活を営ん

できたアスリートにとって，その存在意義をも問

い直させられる競技引退体験は，その後の人生を

歩む上で大きな意味を含んでいる．これが否定的

な喪失体験となり，模索を繰り返しながら「新た

な自分」を肯定的に再解釈していこうとする者も
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いれば，大きな問題を呈することなくこの時期を

スムーズに通り過ぎていく者もいる．両者が辿り

着く先には，どのような異なりが待ち受けている

のだろうか．そう考えるとき，ここでの発達的危

機を如何に認知し，これに対して主体的に対処し

ていくか否かが，個人のその後の人生に大きく作

用するのではないかということが予測される．い

ずれにせよ，研究開始当初は，競技引退体験を説

明し，理解するための理論モデルの構築が求めら

ていたことには相違ない．  

そして，Rosenberg(1981a) 63)は，競技引退を詳

細かつ正確に説明できる理論モデルが欠如してい

ることを指摘し，それが競技引退を課題とする研

究を立ち遅らせているひとつの原因であると訴え

た．これに端を発するような形で，社会老年学

（social gerontology）30)や死亡学（thanatology）
31, 32)，成人移行論（adult transition theory）66, 

67)からの知見が参考とされ始めた．しかし，その

後，これらの理論モデルの適用が疑問視されるよ

うになっていった 6, 26)．以下では，その歴史的経

過を踏まえつつ，アスリートの競技引退を課題と

した理論研究について触れてみたい． 

まず，McPherson（1980） 41)とRosenberg（1981b） 

64)は，競技引退に伴う職業的，心理的問題につい

ての研究を行い，加齢と生活満足度における定年

退職との類似性を指摘し，社会老年学に関連した

いくつかの理論が有益であるとした．特に社会的

役割の取捨の観点から，活動説(activity 

theory：ある活動と同じレベルで他の活動に従事

する)，離脱説(disengagement theory：ある役割

から全く離れてしまう)，連続説(continuity 

theory：ある活動を続けるが活動レベルを落とし

ていく)，社会的解体説(social breakdown 

theory：ある役割から離れ，全体的な活動レベル

を落としていく)などに基づいて，アスリートが競

技引退においてとる行動パターンを捉えようとす

る試みが行われた 20, 25, 51, 71, 75)． 

しかしながら，このような加齢に伴う役割変化

がアスリートに合致しない点も多い．社会老年学

は，ある役割を離れることによって自尊心や満足

感が得られるとする加齢の特徴を強調したが，ア

スリートは競技力が低下してもその役割に留まろ

うとしたり，引退に際して競技的役割と同等の対

象を見出すのが困難で，結局，役割喪失を体験し

てしまう場合も認められた．従って，社会老年学

にみられるこれらの理論は，アスリート固有の現

象に対する解釈を提供するまでには至らなかった．

また，この枠組みでは競技引退に伴う情緒反応を

捉えることが困難なことからも，Blinde and 

Greendorfer(1985) 9) と Greendorfer and 

Blinde(1985) 26)は，社会老年学の理論に頼ること

が詳細かつ厳密な現象理解の妨げになると訴えた．  

次に，Rosenberg(1982) 65)とLerch(1982) 36)は，

死亡学的なアプローチの有用性を強調し，

Kastenbaum（1981）31)の提唱した「社会的死(social 

death)」の概念を拠り所として，競技引退に伴う

心理社会的な変化を説明しようとした．ここで捉

える「社会的死」とは，所属していた集団からの

社会的な孤立や排除を意味し，個人を生物学的も

しくは心理学的な「個」としてよりも，社会的な

「個」として捉えている．また，その一方で，ア

スリート自身が引退を迎えるまでに辿るプロセス

を Kubler-Ross(1969)32)の「臨死の５段階：否認

→怒り→取引→抑うつ→受容」に基づいて捉えよ

うともした 3, 37)．怪我などによって突然引退を強

いられる場合，アスリートは「対象喪失」の状態

に陥り，適応状況に至るまで一定の情緒段階を踏

むというものである．両者は，競技引退を，アス

リートにとって心的外傷となりうる危険性を含む

ものであると捉えている点で共通していた． 

しかしながら，死亡学的立場では競技引退体験

の否定的な側面を強調するがあまり，自発的に引

退を迎えたアスリートの肯定的側面を捉えられて

はいない．また，そこでは，「死」を中心とした喪

失体験において個人が辿ったプロセスの理解が中

心的な課題とされており，そこに含まれる心的外

傷反応に寄与する要因を検討してはいなかった．

つまり，そういった喪失体験を個人がどのように
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克服していったのか，といった予後の適応を予測

するまでには至っていない．これらのことを考慮

すると，この理論的立場は，当該現象を詳細に理

解するに適しているとは言い難い 76)． 

これまでみてきた社会老年学的立場と死亡学

的立場に共通するのは，競技引退を単一で突然の

出来事として捉えていることと，競技的役割から

撤退することに伴って深刻な対処困難が体験され

るとしていることであった．両者の立場は，個々

のアスリートの捉え方によって，彼らが直面した

競技引退の意味づけが異なるという個人差の問題

が考慮されてはいない．どのような出来事もその

重要性や影響は個人によって異なることから，

個々の体験を重視し，そこでの体験様式を明らか

にしていくことが求められるのではないだろうか．

そう考えると，引退を生涯の中で非連続的な出来

事とするよりも個人の発達や成長などを含むひと

つのプロセスとみなし，引退に伴って体験する

個々のアスリートの心理的変化を捉えることがで

きる枠組みが必要となる． 

上 述 の 課 題 に 答 え る か の よ う に ，

Schlossberg(1981, 1984) 66, 67)の成人移行モデル

を頼りにして，競技引退を通じての個々のアスリ

ートの体験を説明しようとする試みが行われ始め

た．この理論モデルでは，①移行に伴う役割変化

が獲得的なものか，喪失的ものか，②そこで生起

した感情は肯定的なものか，否定的なものか，③

主体的意志による移行か，外的に強制された移行

か，④予測可能か，否か，などの観点によって移

行体験を捉えている．これらの観点に照らし合わ

せてみると，競技引退という移行体験は，個々の

アスリートによって持つ意味合いが異なることは

明らかであり，全てのアスリートが体験するもの

であり，予測可能であるといえる．従って，そこ

に含まれる問題の対処の仕方によっては，さらな

る発達や成長が期待でき，尚かつ，適応的にこの

時期を乗り越えることも十分可能になると考えら

れる．1990年代初頭には，このモデルを基に，競

技引退をひとつの移行体験と捉え，その特徴が検

討されるようになった 73)．しかしながら，移行体

験は，結果としてある程度のストレスや喪失感に

結びつき，これに対しては多くの対処様式が求め

られることになる．この対処様式には何が寄与す

るのか．また，どのような要因が引退後に直面す

る適応問題を予測するのか，といった疑問に対し

て，この理論的立場から充分な成果を得ていると

は言い難い 25, 69)． 

また，Taylor and Ogilvie(1994) 75)は，Baillie 

and Danish(1992)6)が得た知見に基づき，アスリ

ート自身が競技引退に関連して体験する情緒反応

やこれに含まれる問題を捉えるために，競技引退

過程の全体的な流れを示した総合的モデルを作成

した（図１参照）．そこでは，引退の原因，適応に

関連した要因，利用可能な資源，本質的な適応，

困難さへの介入，などを明らかにすることによっ

て，引退過程においてアスリートがどのような体

験をしているのかについて，総合的に特徴づける

ことができた．しかし，現段階では，このモデル

の妥当性を検討するまでには至っていない． 

 

このように，当該現象を説明し理解しようとす

る試みは，社会老年学や死亡学などの立場から説

明しようとする段階から，最近では，成人移行論

の立場を参考にしながら，競技引退に関連して生

起する問題に対する個々のアスリートの反応を明

らかにしようとする段階へと移り変わってきてい

ることが認められる．研究開始当初は，アスリー

トが競技引退に直面したときに体験する困難さば

かりに焦点が向けられており，社会老年学や死亡

学などの理論的立場からでは，自ずと研究資料に

対しても偏りのある扱いがなされていた．しかし

ながら，個々のアスリートによって競技引退の持

つ意味合いは異なり，彼らの発達や成長を期する

のであれば，この時期をスムーズに通り過ぎる 

ことよりも，その後の歩みに役立てられるように
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競技引退の原因

競技引退への適応
　　に関連した要因

利用可能な資源

本質的な適応

困難さへの介入

年齢・解雇・怪我・自発的選択

発達的体験・自己ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ
統制感・社会的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ

対処ｽｷﾙ・ｿｰｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄ
引退前の将来設計

危機としての
　　　　競技引退

精神病理・薬物乱用
職業問題・家族や社会的問題

健全なるｷｬﾘｱ移行

認知的介入・情緒的介入
行動的介入・社会的介入

図１：引退の全体的な流れ

（Taylor & Ogilvie(1994)に一部加筆）
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競技引退を体験することが第一義とされるべきで

ある．この時期を如何に過ごすのか．そして，そ

れは個人の長い人生にとってどのような意味を持

つのか．これらの疑問に答えるべく，生涯発達論

を拠り所として当該現象を理解することが肝要で

あると考えられる． 

 

1-1-2. 代表的な実証研究から得られた知見 

 

先述したように，アスリートの競技引退を課題

とした実証研究は少ないながらも，いくつかの代

表的な研究から有益な知見を得ることができる

（表１参照）．ここでは，それを，「研究対象の拡

大」と「研究課題の変遷」という二側面から概観

する． 

 

1) 研究対象の拡大 

 

競技引退に関連する調査研究は，最初にプロフ

ェッショナル（以下，プロと称する）アスリート

を対象として着手され，その後，アマチュアアス

リートへと研究対象が拡大されていった．1952年

に元プロボクサーの引退後の適応問題が明らかに

されて以来，元プロサッカー選手 43)や元プロ野球

選手 2, 8, 24, 29)，元プロアメリカンフットボール選

手 24, 29)などを対象とした研究が 1980 年代を中心

に展開された．また，これらの調査は，主にスポ

ーツ社会学領域において行われており，その背景

としては，プロアスリートの社会的地位の高揚と

は裏腹に，就職困難や社会的地位の低下など，引

退後の社会構造の中において彼らが体験した困難

さへ関心が寄せられるようになったことが挙げら

れる．そこでは，プロアスリートとしての生活ス

タイルが，引退後の社会生活への適応困難を招い

ているということが中心的な論点であった． 

例えば，Weinberg and Arond（1952）80)は，チ

ャンピオンの経歴を有する元プロボクサーとその

対戦相手らの多くが，引退後に特定の職業に就く

ことが困難であったり，社会的地位や名声が低下

したり，収入が激減したりすることから情緒的困

難さを体験していたことを指摘し，その原因とし

て，身体的な機能障害やマネージャーへの依存的

態度などを挙げた．また，Haerle（1975）29)は，

元プロ野球選手の大半が引退を迎えるまで将来設

計を立てていないこと，引退後の適応問題には

個々の教育レベルが関与していることなどを指摘

した．Allison and Meyer（1988）1)は，元女性プ

ロテニスプレイヤーに対してインタビュー調査を

実施し，引退に関連して生起する女性特有の問題

を取り上げた．そこでは，それまで男性アスリー

トを対象として行われてきた調査研究からの主張

が，女性アスリートにおいても同様であることが

確認されている． 

その後，オリンピックやその他の国際大会への

出場経歴のある元アマチュアアスリート 5, 82)や元

学生アスリート 5, 10, 27, 59)を対象とした調査が研究

の主流を占めるようになる．それには，アマチュ

アスポーツの高度化に伴って，彼らの引退後の適

応問題も深刻化し，これへの対応が急がれたこと

が背景にあると考えられる．例えば，Wethner and 

Orlick（1986）82)とSinclair and Orlick（1993）
70)は，カナダの元トップアマチュアアスリートを

対象として，引退後の適応に影響する要因を取り

上げ，一方，Grove ら（1997）28)は，元オースト

ラリア代表選手を対象として，アスリートのキャ

リア移行に対する具体的介入方略を検討した． 

競技への関わり方が異なるプロとアマチュアとの

間には，彼らを取り巻く環境において相違が認め

られるものの，競技を中心としたそれまでの生活

に何らかの転換を迫られることに相違はない 51)．

先にも触れたが，個々のアスリートによって競技

引退の持つ意味合いが異なり，その重要性や影響

に差異が生じるのであれば，個々のアスリートが

体験した変化をいくつかの変数とし，引退後の適

応を予測することが問題究明への有効なアプロー

チになると考えられた． 
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 2) 研究課題の変遷 

 

実証研究おいてこれまでに取り上げられた研究

課題を概観すると，まずはじめに，「競技引退に関

連する問題の把握」がクローズアップされ，次に

は「引退後の適応問題を規定する要因の同定」が

課題とされ，さらに，最近では，「具体的な介 

入方略の探求」を中心として研究が展開されてき

ていることが認められる．このように三段階に渡

って，研究課題は変遷してきていた．以下では，

これらの流れを踏まえつつ，その詳細をみていく

ことにする． 

まずはじめに，プロアスリートが競技引退に関

連して体験する困難さを明らかにすることが課題

とされた 51, 57, 80, 81)．そこでは，引退が必ずしも

困難を伴う体験であるとは限らず，自発的に引退

を迎え，その後の社会に適応していく場合も少な

くないことから，どのような要因が引退後の適応

に寄与するのかを検討する必要が生じた． 

その後，Ogilvie and Howe（1982, 1986）49, 50,)

は，競技生活が終結する理由を，セレクションプ

ロセス，加齢，怪我の３つに大別し，これらが引

退後の適応に影響すると示唆した．また，Werthner 

and Orlick（1986）82)は，カナダの元トップアマ

チュアアスリート 28 名に対するインタビュー調

査から，引退後の適応問題に影響する要因として，

新しい目標・達成感・コーチング・怪我/健康問題・

スポーツ協会の問題・財源・家族や親しい友人の

サポート，の７つを同定した．しかし，これらの

要因もまた競技引退の否定的側面を強調する意図

から，彼らの移行体験がどれほど困難であったの

かを捉えようとしており，また，具体的な介入方

略を想定していた訳ではなかった．つまり，この

時期を如何にしてスムーズに通過できるかが中心

的な論点であり，そこでは，個々のアスリートが

「何を」「どのように」獲得していったのかが検討

されてはいなかった．引退後の取り組みは，それ

までの生活の積み重ねによって左右されるとも捉

えることができ，従って，個々のアスリートがど

のような取り組みから，引退後の生活への組み換

えを行っていったのかを明らかにする必要がある
60)．そこには，具体的な介入方略を検討していく

糸口が存在するに違いない． 

また，Sinclair and Orlick（1993）70)は組織的

な介入方略の必要性を訴え，Murphy（1995）44)は

移行後においてもスポーツ状況で獲得した心理的

スキルが利用可能であることを主張した．一方，

Groveら（1997）28)は引退後の適応問題を経済的，

職業的，情緒的，社会的側面に分類して捉え，

Lavalleeら（1997）33, 34)は引退時に生じるストレ

スへの具体的な対処法や競技的アイデンティティ

（アスリートとしての役割から自己定義している

程度）が引退後の適応問題に与える影響について

検討している．  

このように，適応を規定する要因を検討する一

方で，Danish ら（1980, 1992, 1993, 1995）16-19)

は，移行後の適応問題への介入を想定した生涯発

達 的 介 入 モ デ ル  (Life Developmental 

Intervention : 以下LDIモデルと称す)を提唱し，

競技期での一次的予防，移行期での二次的予防，

引退後の適応問題への直接的介入という３つの介

入方略を提示している（図２参照）．特に，Danish

ら（1995）19)は，個別的カウンセリングを通じて

目標設定方略を実施した事例を提示し，この LDI

モデルの有効性を検討している．また

Baillie(1993)7)は，この中の２つの予防的介入の

重要性を訴え，アスリートの競技生活が生涯発達

を含めた長期的展望に基づいて捉えられるべきで

あるとした．このモデルは引退に伴う適応問題の

改善を前提としており，これを拠り所として，一

部ではあるが既に専門的な介入プログラムの実施

にまで及んでいる 62)．さらに，近年では，Wylleman

ら（1993）84)やUngerleider（1997）79)も移行期の

サポートの重要性を訴えている． 

 

このように，実証研究における研究課題は，

「競技引退に関連する問題の把握」から「引退後

の適応問題を規定する要因の同定」，「具体的な介  
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ﾗｲﾌｲﾍﾞﾝﾄを
予想させる

移行すること
のできるｽｷﾙを
理解させる

一次的予防介入 二次的予防介入 直接的介入

移行前 移行中 移行後

利用すること
のできるｽｷﾙを
教える

図２：LDIモデル

 （Danish(1980)に一部加筆）
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入方略の探求」へと変遷してきた．その背景では，

競技引退が困難さを体験するひとつの非連続的な

出来事であるとする偏った見解から，これを発達

や成長を期することのできるひとつのプロセスと

する見解へと移り変わっていた．また，近年にお

いては，引退に関連して生起する問題に対して生

涯発達の立場から介入することを主張する研究者

たちが多いことがわかる．彼らの取り組みには，

個々のアスリートが競技引退を通じて「何を」「ど

のように」獲得したのかを明らかにすることが先

決となる 83)．また，そこで獲得された心理的資源

が引退後の生活においてどのように生かされてい

ったのかについても検討せねばならない．これら

の課題に取り組んでいくことが，今後の実証研究

においても求められているようである． 

先述したように，諸外国においては，近年，移

行期でのサポートに焦点を当てたキャリア移行援

助プログラムが開発され，既に実施されている．

そこには，引退に直面したアスリートは自らを「ど

のように組み換えていくべきか」といった支援側

の理念が反映されているようである．つまり，具

体的な専門的介入方略を検討していくためには，

どのような理論を拠り所として現象を理解し，ど

のようにして現場に介入していくかが大きな問題

となる．今後，我が国独自の介入プログラムを確

立していくためには，これらの先行するプログラ

ムがどのような理念を背景として，どのように実

施されているのかを把握することが先決であると

考えられる． 

 

1-2.諸外国におけるキャリア移行援助プログラム 

 

表２に示すように，既に諸外国においては，ア

スリートの引退後の生活への適応を支援していく

ことを目的としたキャリア援助プログラムが開始

されている 25)．その実施対象は，1)学生アスリー

ト，2)エリートアマチュアアスリート，3)プロア

スリートに大別され，既にプログラム実施の報告

もなされている 25, 62)． 

ここで，これらのプログラムを取り上げるのに

は大きな意味がある．なぜならば，各プログラム

の目的や内容から，どのような理論的立場を拠り

所としているのか，また，引退後の適応を促進す

るものとしてどのような要因に注目しているのか，

などを類推することによって，引退後の適応問題

を究明していく上で捉えるべき研究課題を改めて

把握することが可能になると考えるからである． 

例えば， CAPA（Career Assistance Program for 

Athletes）は，1988年に設立，1992年から実施さ

れており，そこでは特に，引退に含まれる移行体

験に伴う情緒的問題と社会的問題への対処，移行

やキャリア開発への対処に有効な資源の利用，職

業に関連する情報の提供，という３つの領域に関

心が寄せられた 25, 44, 62)．先にも触れたように，CAPA

は LDIモデルを理論的基礎としており，アスリー

トとして獲得したスキルは，引退後にも移行可能

であり，これを明確に提示し個々に理解させるこ

とによって，彼らの引退後の有能感を高めること

ができるとしている． 

ま た ， ACE(Athlete Career and Education 

Program)はAIS(Australian Institute of Sport)

によって，1992年から実施されている．そこでは，

「バランスのとれたスポーツでの卓越（“a 

balanced approach to sporting excellence”）」

をモットーとして，教育指導，将来設計や関連ネ

ットワークの紹介，移行期の援助などが実施され

ている 25)． 

これらのプログラムは，生涯発達論をその中心

的な枠組みとしており，アスリートのキャリア移

行を促進する成果を得ている．そこでは，彼らの

個人的な発達や成長が重視され，キャリア移行後

の適応を支援するためには，移行期ばかりではな

く，これに遡る競技期においても，移行後の人生

をも考慮した競技への取り組みをアスリートに求

めるべきであるとしている．引退以前に，いずれ

直面するであろう危機的状況に対処するための諸

能力をどのようにして獲得するのか．また，そ
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れはどのように発達していくのか．これらは，今

後 も 重 要 な 課 題 と さ れ る で あ ろ う ．  

一方，プログラムを開始する時期やサービス内

容の決定，その実施期間など，それぞれのプログ

ラムの詳細の多くが公式化されてはいないように

も感じられる．また，そこでは，引退を経て社会

生活にスムーズに移行することを優先するがあま

りに，この時期に解決されるべき心理社会的発達

課題の多くを無視してしまっているのではないか

という指摘もある 78)．アスリートは，自分自身の

問題として競技引退に直面していかねばならない．

そこでは，周囲からの支援を受ける立場にありな

がらも，様々な問題に対して主体的に取り組んで

いくことこそが求められているのではないだろう

か．そう考えると，個々のアスリートの発達や成

長にとって「何が求められるべきか」を予め明確

にしておくことが不可欠となろう．我が国独自の

キャリア移行援助プログラムを開発，実施してい

くためにも，このような問題点を充分に考慮しな

ければならない． 

 

1-3. 競技引退に伴うアイデンティティ再体制化 

 

これまで，アスリートの競技引退を課題とした

先行研究と諸外国において既に実施されている介

入プログラムを概観してきた．それによって，個々

のアスリートが競技引退を通じて「何を」「どのよ

うに」獲得し，そして，それを引退後の生活にお

いてどのように生かしていったのかを検討し，そ

れを踏まえた上で，専門的介入方略を考案するこ

とが求められるようになってきたことが認められ

るに至った．そして，競技引退体験の中でさらな

る発達や成長を期するためにはアスリートに「何

が求められるべきか」とする論点は，生涯発達論

を拠り所とするところが大きいことも明らかとな

った．このような概観を踏まえて，著者らは，個々

のアスリートの競技引退体験を説明・理解し，こ

れに伴う問題へ介入していく上で，「アイデンティ

ティ再体制化（identity reconfirmation）」が有

効な視点になり得ると考えている． 

 

アイデンティティ（identity）とは「自分が何

者であるのか」「本当の，正真正銘の自分とは何

か」ということを意味し 4, 21)，エリクソン（1959）
22)は「アイデンティティ形成は，青年期に始まり

終わるというものではなく(中略)その大半が一生

涯を通じて続く無意識的な発達的プロセスであ

る」とした．つまり，成人期・中年期に至っても

アイデンティティは発達・深化していくものであ

るといえる 38, 74)．このことを踏まえて，岡本 53-56)

は中年期の心性に対してアイデンティティ危機か

ら種々の検討を加え，成人期におけるアイデンテ

ィティの発達過程についてラセン式発達を提唱し

た．そして，アイデンティティの成熟に関わる要

因として，自己の内的危機の認知とその主体的な

模索・解決が不可欠であることを指摘した． 

競技引退を経て社会生活に適応していくプロセ

スの中で，アスリートは，青年期を通じて獲得し

てきた「アスリートとしての自分」を再吟味し，

「新たな自分」を編成していくというアイデンテ

ィティ再体制化を体験する．たとえ，引退直後の

社会生活にスムーズに移行できたとしても，それ

に伴ってしっかりとしたアイデンティティ再体制

化がなされていなければ，それは結局，解決しな

ければならない発達課題を先送りにすることにな

り，後々，より深刻な問題となって直面すること

にもなりかねない．また，その時期の体験が以後

の発達課題の解決に彩りを与えることになる．従

って，よりスムーズな移行を助長することを求め

るよりも，「如何にしてこの時期を乗り越えるの

か」が重要な問題となる．そして，その乗り越え

方というのは，それまでの競技との関わり方に規

定されているものと考えられる． 

中込（1993）46)は，スポーツ場面での危機への

対処の仕方が，青年期にあるアスリートのアイデ

ンティティ形成といった心理社会的発達課題への

取り組みにおいても繰り返されることを指摘した．

そこでは，スポーツ場面での危機様態の相互性が
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アスリートの人格発達に関連することを明らかに

した．このような主張からも，アスリートとして

のアイデンティティをどのように獲得し，「アス

リートとしての自分」のみを手がかりとした中で，

様々な体験にどのように関わっていったのかが，

引退後の適応問題に大きく影響するとも考えるこ

とができよう 76)． 

また，冒頭でも触れたが，どのようなアスリー

トにとっても競技引退には共通の心理社会的な発

達課題とプロセスが確認できるものと考えられる．

彼らには生涯発達を念頭においた個々の課題解決

が要求されており，従って，全体的な傾向を探る

と同時に，引退を迎えた，そして経験したアスリ

ートにとって，個別の意味を踏まえながら，その

後の辿った歩みとの照らし合わせをすることも大

切になろう． 

このような前提のもと，著者らはいくつかの取

り組みを開始した． 

中込ら（1998） 48)は，Ｊリーグでの所属経歴を

持ち，JFL（Ｊリーグの下部組織）へ移籍した元Ｊ

リーガーを対象として調査を行った結果，彼らに

とって移籍は肯定的な意味合いを含んでいる一方

で，移籍後の状況に対して傾倒することを余儀な

くされ，引退後の生活を展望できずにいることを

指摘した．そこでは，サッカー選手としてのアイ

デンティティに固執するがあまり引退後の展望を

疎かにしてしまい，このことが引退後の生活に対

して深刻な適応困難を招くことが危惧された． 

このような状況を踏まえると，アスリートのス

ポーツ競技への関り方と競技引退への対処とが，

引退後の適応問題に影響することが予測された．

従って，元アスリートがスポーツ競技にどのよう

に取り組み，競技引退をどのように体験したのか

を詳細に知ることが肝要となった． 

そこで，豊田・中込（1996）76)は元アマチュア

アスリートを対象とし，引退後の社会生活に対す

る適応問題に影響すると予測された６つの心理的

要因（同一性の保ち方，時間的展望，社会化予期，

将来の展望，役割受容，ソーシャルサポート）を

取り上げ，アイデンティティ再体制化の観点から

各タイプ（再達成型，軌道内安定型，停滞・妥協

型，模索型，不安・防御型）の特徴を明らかにし

た．その中で特に，「これ以上競技を継続できない

ことへの気づき」という社会化予期(anticipatory 

socialization)と「今後を見通す」という時間的

展望(time perspective)が，引退後の社会生活へ

の積極的な関わりを規定する要因であることを確

認した．しかしながら，これらの２要因が具体的

にどのような役割を果たしているのかを詳細に検

討するまでには至っておらず，このことが課題と

して残された． 

そして，上述の課題に答えるべく，豊田（1999）
78)は，中年期危機を体験した元オリンピック代表

選手２名を取り上げ，数回に及ぶインタビュー調

査を行った．その結果，引退に関連してアスリー

トが体験したアイデンティティ再体制化には，1)

引退のきっかけとなる出来事，2)アスリートであ

る自分の歩みの再吟味と引退への方向づけ，3)競

技からの移行，4)職場への傾倒，というプロセス

が認められることを明らかにした．次に，競技引

退に伴うアイデンティティ再体制化が，その後の

人生に与える影響を検討した結果，これらのプロ

セスの中で，社会化予期は競技から新たな社会生

活への移行を助長し，時間的展望はアイデンティ

ティ再体制化における課題解決の程度を決定づけ

ることを確認した．そして，競技引退を通じて体

験されたアイデンティティ再体制化おいて積み残

された課題は，中年期に再び問い直されることも

あることを指摘した． 

著者らのこれまでの取り組みでは，アイデンテ

ィティ再体制化の観点から，競技引退に関連して

元アスリートが「どのような体験をしてきたのか」

が説明され，引退後の適応に寄与する要因が抽出

さた．また，彼らの競技への関わり方は，競技引

退に伴うアイデンティティ再体制化に反映されて

おり，そこでは，競技への主体的な関わりが求め

られていた．そして，競技引退に伴うアイデンテ

ィティ再体制化への取り組みは，その後の人生に
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おいても大きく影響していたことも確認された． 

このように競技引退という課題の中で，個々の

アスリートに課せられた発達や成長を捉えていく

ためには，アスリートの生涯発達を念頭においた

枠組みが適切かつ有益であるといえる．そして，

彼らが競技引退を通じて，「何を」「どのように」

獲得していったのか，また，彼らの発達や成長を

期するには「何が求められるべきなのか」，といっ

た疑問に対して，アイデンティティ再体制化は有

効な視点を提供するものと考えられる．つまり，

一連の研究からは，アスリートは，具体的な見通

し（時間的展望）を持ち，予めこれ以上競技を継

続できないことに気づくこと（社会化予期）で，

引退後の生活に対して適応的に対応することがで

き，また，競技生活の中で自分の取り組む競技に

対しては主体的な関わりを持つことによって，競

技引退に伴う「新たな自分づくり」が有意義に体

験され，強いては，それが，その後の歩みにまで

も大きく寄与することが示唆された． 

 

1-4. まとめ 

 

本研究では，アスリートの競技引退を課題とし

た先行研究を，理論研究と実証研究に大別して概

観してきた．全体的に多くのジャーナリスティッ

クな逸話が存在する一方で，これに関連する実証

研究は少なく，本テーマに関する歴史は比較的浅

いといえる． 

理論研究においては，社会老年学や死亡学から

の理論的枠組みに始まり，次には，成人移行論を

参考にするようになり，近年に至っては，生涯発

達を拠り所として引退体験に含まれる固有の問題

を捉えようとする試みが認められた．つまり，競

技引退を危機的事象とする側面からのみで解釈し

ていた段階から，これを発達や成長の機会を含む

ひとつのプロセスとして解釈する段階へ移り変わ

っていた．一方，実証研究においては，プロから

アマチュアへと研究対象が拡大され，そこで取り

上げられる研究課題も競技引退に関連する問題の

把握から引退後の適応問題を規定する要因の同定，

そして，具体的な介入方略の探求へと変遷してい

た．そこでは，引退の持つ意味合いや影響が個人

によって異なることから，個々のアスリートが競

技引退を通じて「何を」「どのように」獲得したの

かを明らかにすることが，重要な課題であること

が確認された． 

次に，諸外国において既に実施されている専門

的介入プログラムの例をいくつか提示した．これ

らのプログラムの多くが生涯発達を理論的枠組み

としており，アスリートの個人的な発達や成長が

重視されていた．つまり，そこには，アスリート

に「何が求められるべきなのか」といった支援者

側の理念が反映されている．そして，このような

疑問に答えていくことが，ひいては，我が国独自

の専門的介入の確立へ向けての具体的な取り組み

を可能にすると考えられた． 

上述のような研究課題を踏まえて，著者らは，

個々のアスリートの適応に焦点を当て，競技引退

に伴うアイデンティティ再体制化について検討を

重ねてきた．一連の研究からは，具体的な見通し

の中でこれ以上競技を継続できないことに気づく

ことが引退後の適応を促し，また，競技に対して

主体的に関わっていくことが「新たな自分づくり」

に寄与し，その後の人生にも影響することが示唆

された． 

著者らは，既に引退を経験したアスリートに対

して事例的にアプローチすることが，彼らの引退

に関連して直面した複雑かつ多次元性に富んだ問

題を解決していく糸口を提供してくれるものと考

えている．アスリートが競技に関わるようになり，

競技に傾倒し，競技引退を迎え，社会に適応して

いくプロセスはまさに力動的であり，これについ

ての事例を詳細に検討していくことにより，彼ら

の内面により一層深く迫ることができると考えて

いる．いわば単なる説明的な実証ではなく，事例

の中で追体験をしていく了解的な実証を通じてこ

そ，彼らの歩んだ道のりをより詳しく把握できる

のではないだろうか．言うなれば，元アスリート



アイデンティティ再体制化の検討  

 

-18- 

の一人ひとりを大切にしながら情報を収集するこ

とが，彼らの「生きることの質（quality of life）」
4)に関する洞察を深め，「アスリートはどうある

べきか」といった壮大なテーマにアプローチする

一歩となるに違いない．また，そのような歩みの

積み重ねが，清水選手が「人間としてやるべきこ

とをきちんと見つけていく」ことに気づいていっ

たように，個々のアスリートが意味ある「新たな

自分づくり」を体験していくための一助となるよ

うな方略を見出すことにもつながるだろうと考え

ている． 
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本研究の一部は，「競技引退によって体験されるアスリ

ートのアイデンティティ再体制化の検討」と題して，体育学

研究に掲載予定である． 
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本研究で，アスリートの競技引退を課題とした先行研究を概観したところ，今後の研究展望としてい

くつかの示唆が得られた．まず最初に，我々は理論研究と実証研究に大別して概観した．理論研究から

は以下の事柄が明らかとなった． 
1. 社会老年学や死亡学からの理論的枠組みが有益であるとされたが，競技引退を厳密に理解するのに

は疑問が残った． 
2. 成人移行論のモデルはアスリートの引退への対応に影響する多くの要因を説明するのに適してい

る． 
3. 生涯発達論は，引退を通じてのアスリートの体験を理解し説明するのに適している． 
その一方で，実証研究からは以下の事柄が明らかとなった． 
1. 研究対象がプロからアマチュアへと拡大されいった． 
2. 研究課題が競技引退に関連する問題の把握から，引退後の適応問題を規定する要因の同定，そして，

具体的な介入方略の探求へと移り変わっていた． 
3. 個々のアスリートが引退を通じて何をどのように獲得していったのか，そして，それをその後の人

生にどのように役立てていったのかを明らかにすることが重要な課題であるとされた． 
次に，諸外国において既に実施されている専門的介入プログラムの多くが生涯発達を理論的枠組みと

していたことを確認した． 
これらの概観によると，長期的な展望に立って引退するアスリートの体験を把握し，引退後の適応に

影響するいくつかの要因を明らかにすることが必要となる．最後に，アイデンティティ再体制化が有益

な枠組みであることを提案したい．この観点から，著者らは，アスリートは競技に対して主体的な関わ

りを持つべきであり，特に移行期には，具体的な見通しの中で社会化に気づくことが求められることを

指摘している． 
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Discussion of identity reconfirmation with retiring athletes  
 

 

abstract 
 
 

The present study was a review of the literature on adjustment after athletic retirement, and presented several 
beneficial suggestions for future research. First of all, the literature was divided into two categories; theoretical 
study and empirical research. The theoretical studies suggested the followings;  

1.   Logical application from social gerontology and thanatology has been suggested to be useful to 
understand the athletic retirement, however, it left some questions on its full explanation for an athlete’s 
leaving the sport. 

2.   Models of adult transition could account for the various factors influencing athletes’ responses to 
retirement. 

3.   Life span development theory was suitable for understanding and explaining the athletes’ experiences 
through athletic retirement.  

On the other hand, the empirical researches suggested the followings;  
1.   The range of subject of investigation was extended from professional athletes to amateurs.  
2.   Themes of researches were transferred; from finding the problems with athletic retirement, identifying 

factors affected adaptation after retirement, and to searching for concrete strategies of intervention. 
3.   It was a matter of importance for the future research on athletic retirement to explain what and how elite 

athletes obtained through the athletic retirement, and how they put it useful into their later life. 
Secondly, major career assistance programs in some foreign countries were reviewed. Most of these programs 

were found to be operated based on the life span development theory to help athletes with transition.  

These reviews made it clear that it is necessary to grasp the experiences of retiring athlete and to identify 

several factors that contribute to adjustment for post-athlete from longitudinal perspective. In conclusion, we 

suggest most useful framework to understand and explain the athletic retirement be the reconfirmation of ego 

identity. From this point of view, athletes should involve in his/her athletic activities autonomously, and especially, 

in a period of transition, retiring athletes should anticipate their socialization, and should have some concrete 

perspectives about post-athlete before confronting with retirement crisis. 


